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１ 関係法令

屋外広告物法 （昭和２４年６月３日法律第１８９号）

（目的）
第一条 この法律は、良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害
を防止するために、屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置並びにこれら
の維持並びに屋外広告業について、必要な規制の基準を定めることを目的とする。

～なぜ規制が必要なのか～

屋外広告物は、有効な情報伝達手段であり、街を活気づけるものです。しかし、

広告物に必要な規制をせず放置した場合、広告物が無秩序な状態で氾濫してしまい、

周囲の景観との調和が崩れ、都市の景観や自然の風致をそこなうことになります。

また、屋外広告物は、その設置や管理が適切に行われないと、公衆に危害を与え

る可能性があります。

川崎市屋外広告物条例
川崎市屋外広告物条例施行規則
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 常時又は一定の期間継続して表示されるもの

 屋外で表示されるもの

 公衆に表示されるもの

 看板、立看板、はり紙、はり札、広告塔、広告板、

建物や工作物に表示されたもの とこれらに類するもの

２ 屋外広告物の定義

上記要件をすべて満たしていれば、例えば…

家の表札も屋外広告物です！

川崎

《屋外広告物法 第２条》
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３ 屋外広告物の種類

屋外広告物の規制について１
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４ 主な規制

（１）許可が不要な自家広告物

許可申請手続きをしなくても屋外広告物を表示できる場合

（２）許可が必要な広告物

許可申請手続きをすれば屋外広告物を表示できる場合

（３）違反広告物

屋外広告物を表示できない場合

屋外広告物の規制について１

7



総表示面積10㎡以内（禁止地域内:5㎡以内、景観計画特定地区:0.5㎡以内）

自家広告物

自家
広告物

自家
広告物

自
家
広
告
物

自己の氏名、名称、店名若しくは
商標又は自己の事業若しくは営業の
内容を表示するため、自己の住所又
は事業所、営業所若しくは作業場に
表示する広告物又はこれを掲出する
物件

（１）許可が不要な自家広告物

※置き看板等は、道路上には設置できません。

「自家広告物」とは

屋外広告物の規制について１
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次ページから、主な広告物の基準を紹介します！

（２）許可が必要な広告物

自家広告物以外の

広告物

許可申請が必要！

総表示面積が10㎡を

超える自家広告物

※一般的な基準

※

屋外広告物の規制について１
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①自立型のもの（地上に建植しているもの）

広告

広告

地上から広告物上端までの
高さ30ｍ以下

総表示面積100㎡以内

※高度地区の指定がある場合は…
第１種高度地区 10m以下
第２種高度地区 15m以下
第３種、第４種高度地区 20m以下

※

屋外広告物の規制について１

（２）許可が必要な広告物 ～主な広告物の基準～
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軒高

総表示面積１壁面の面積の５分の２以下

広 告

広 告

広 告

広告

軒高

(平均)

地盤面

h

第１種高度地区 10m以下
第２種高度地区 15m以下
第３種、第４種高度地区 20m以下

高度地区の指定がある場合の
地上から広告物上端までの高さ

②建築物の壁面を利用するもの

1

2
h以下

屋外広告物の規制について１
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広 告

軒高

(平均)

地盤面

広告物の上端

広 告

広

告

広告物等の上端

軒高

h建築物の高さ

𝟐

𝟑
h以下

（２）許可が必要な広告物 ～主な広告物の基準～

③建築物の上部を利用するもの

地上から広告物上端までの高さ30m以下

𝟐

𝟑
h以下

h

※高度地区の指定がある場合は…
第１種高度地区 10m以下
第２種高度地区 15m以下
第３種、第４種高度地区 20m以下

※
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壁面看板

（公 道）

路端からの
出幅0.3ｍ以下

厚さ
0.5ｍ以下

路端からの
出幅1ｍ以下

（２）許可が必要な広告物 ～主な広告物の基準～

④道路の上空に表示するもの（袖看板、壁面看板）

袖

看

板

（民 地）

4.5ｍ
以上

袖
看
板

車 道
（公 道）

1ｍ
以下

袖
看
板

2.5ｍ
以上

（民 地） 歩道 車道
（公 道）

1ｍ
以下

境界 境界

袖看板の表示面積 50㎡以内
（道路占用の有無問わず）

▶ 表示内容は、自己の氏名等又は
自己の事業・営業の内容であること

▶「道路占用許可」が必要

屋外広告物の規制について１
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（３）違反広告物 ～禁止物件の例～

▶ 許可基準（規格）に適合しないもの

▶ 禁止地域、禁止物件等の規定に反するもの

街灯 電柱 送電塔

道路標識 道路上の柵

屋外広告物の規制について１

並木

横断歩道橋
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車道歩道

境界線

民 地

公 道

路上違反広告物があると…

▶歩行者、自転車、自動車等の通行の
支障となり、事故の要因となる

▶火災、地震等災害時の緊急車両の
通行や活動の支障となる

路上違反広告物について２

屋外広告物条例のほかに、

道路法及び道路交通法
の違反対象となります！
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～違反となる広告物の例～

路上違反広告物について２

基準（規格）に適合しない広告物を表示・設置することはできません！

道路上に広告物
を置くことはで
きません

倒壊、落下のおそれが
ある広告物を設置して
はいけません

電柱、街灯柱等
にはり紙、はり
札、立看板等を
表示することは
できません
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▶屋外広告物の設置者又は管理者は、

良好な状態に保持しなければなら

ない管理義務があります。

▶事故が発生した場合、責任を問われ

る場合があります。

屋外広告物は、風や雨、強い日差し等の
厳しい自然環境により、知らず知らずのう
ちに、部材の腐食、ゆるみ、劣化が発生し、
落下や倒壊の危険性が高まっているかもし
れません。

平成２７年２月、北海道札幌市内で店
舗ビルの看板の一部が落下し、歩行者
を直撃して意識不明の重傷を負わせる
事故が発生しました。

あなたの看板、安全ですか？

屋外広告物の適正管理について３
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屋外広告物の適正管理について３

～事故事例～

出典元：屋外広告物適正化推進委員会 平成27年9月発行『オーナーさんのための看板の安全管理ガイドブック』P13
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屋外広告物の適正管理について３

～事故事例～

出典元：屋外広告物適正化推進委員会 平成27年9月発行『オーナーさんのための看板の安全管理ガイドブック』P13
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サ ビ 汚 れ ズレ・欠落 照明不点灯

鉄骨やボルトのサビは、
破損の第１歩 !

サビ汁がたれていたら、
内部が腐食しているかも !

板面のズレや取付具の欠
落は落下の前触れ!

漏電の場合は火災の
危険も !

屋外広告物の適正管理について３

早めに処置すれば、サビを落とし保護材を塗布すれば済むものも、放っておくと
取替えや大規模補修により多額の費用がかかり、事故が発生した場合は賠償責任
を問われる場合もあります。

落下、破損等による事故の未然防止のため、
定期的に点検を行い、安全管理に努めましょう！
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◇老朽化した看板は、事故のリスクが増加
します。専門業者に依頼して、内部の構
造まで詳細に点検し、補修や取替え等の
対策を行いましょう。

◇震度５強以上の地震や大型台風の後等は、
専門業者に臨時点検の依頼をしましょう。

屋外広告物の適正管理について３

日常点検で危険な兆候を見つけたら、
信頼できる専門業者に相談しましょう！

早期発見で事故防止、
早期対応で費用を
抑えましょう！

専門業者は、川崎市に屋外広告業の登録（届出）をしている業者を是非ご活用ください。
登録（届出）業者は、市のホームページでご覧いただけます。

川崎市 屋外広告業 検索
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●問合せ先

●市ホームページ

川崎市 屋外広告物 検索

〒２１０－０００７
川崎市川崎区駅前本町１２－１
川崎駅前タワー・リバーク１４階

川崎市建設緑政局 道路管理部 路政課 屋外広告物係

電話 ０４４-２００-２８１４
FAX ０４４-２００-３９７８
E-mail 53rosei@city.kawasaki.jp

ご清聴いただき、ありがとうございました！


